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わたくしは東アジア国際関係史・外交史を専攻しており、
いままでの研究活動において、大半の時間を文書館・図書館で過ごしてきた。不思議なもので長らく追い求めてきた史料との出会いは、いつも最後の瞬間、不意に訪れることが多い。　
歴史を生きたひとびとが、日々どのような生活を送って
いたか、具体的なイメージを頭のなかで再現できていないと精彩ある歴史は書けない、と 信念をわたくしはもっている。一九世紀から二○世紀初頭のモンゴル社会においては、王侯層が主導的な役割を演じて た。ところがモンゴル王侯の日々の暮らしを、地域社会の内側からしるし 史料は、殆ど知られていない。一九八〇年代前半、偶然にも日本植民地下の京城
（ソウル）
で刊行されていた、図書館
関係者の雑誌へ掲載された、満鉄大連図書館長・柿沼介の一文から、清朝末期の内モンゴル王侯、グンサンノルブの屋敷
（王府）
での日常をしるした、汪国鈞という人物によ
る「内蒙古紀聞」という抄本が存在していることを知った。　
八〇年代半ばに長期在外研究へでた際、満鉄大連図書館
の後身、大連市図書館を訪問したが、当時の同図書館は満鉄時代の建物を使ってはいたものの、戦前期蔵書は元東本願寺の庫裏に眠っているとのことで、そんな本は分からないとのつれない答えが返ってきた。九〇年代に至り遼寧省図書館で満洲語文献を調査してい 、仕事を終えて閉館までの時間に、なにげなく蔵書カードをめくって たとき、汪国鈞著「蒙古紀聞」 みつけ電撃が走った。その抄本「蒙古紀聞」は、 奉天図書館の旧蔵書であり、奉天
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図書館の館長・衛藤利夫（故衛藤瀋吉先生の御尊父）が盟友・柿沼の助力で、大連本「内蒙古紀聞」を抄写させたものである。なぜかタイトルは「蒙古紀聞」へ代えられていたが、原本表題が「内蒙古紀聞」であったことは、柿沼の文章に載せられた写真より明らかであった。その後、英語、日本語、漢語 同書に関する論文を書き、内モンゴルではわたくしの論文を付した復刻本が刊行された。最近、再び出版されたが、同書解説では、わたくしによる〝発見〟には一言もふ ず、編者らの〝発見〟であるかのごとく書き、「蒙古紀聞」の書名でだされている。　
グンサンノルブといえば、日本では誤って一九一〇年代
に企てられたという「満蒙独立運動」のモンゴル側関与者とされてきた。しかし「満蒙独立運動」なるものは、対外硬派の政客・川島浪速が抱い 幻想にもとづき、満洲事変後に創作された虚構にすぎない。 その荒唐無稽といえる 「運動」に加わった大陸浪人・薄益三が、 『挙事筌蹄』という〝手記〟を残していることを知ったのは、学部生であった七○年代前半のことで、幼少のころ袁世凱の腕に抱かれた体験をもつという渡辺龍策氏の著作か であった。幾つ 図書館さらには目録で探してみ ものの、同書の存在を確認することはできなかった。そこで渡辺氏へお手紙を差しあげたところお返事を ただき、確かその本は手元にあるは
ずで、みつかったらお知らせしましょうとの文面であった。御配慮に対して感謝したものの、結局、再度の連絡が届くことはなかった。そして遥かのち九○年代 吉林省図書館を訪れたとき、御一緒した佐賀大学の永島広紀氏は旧満洲で刊行さ 日本語雑誌をみてお れた。辞去する間際、なにげな 永島氏が出納台へ返却する雑誌へ目を留めたとき その一冊の内に「挙事筌蹄」をみいだし一驚した。「挙事筌蹄」は本ではなく雑誌に掲載された文章であった。　
史料発見なるものは奇縁に因ることが多い。だが、ひた
すら追い求めても探し当たるとは限ら い。 だ忘れずにいると、あるとき目のまえに忽然 現れる。
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ミャンマーの古都マンダレーに〝
T
he W
orld's Largest 
B
ook
〟と呼ばれるものがある。それはクードードー・パ
ゴダ
（仏塔）
内に安置されている。
　
正確に言うと、それは我々の想像するような形状の「書
物」ではない。仏教経典が彫られた大理石板である。おおよそ縦一・五メートル、 横一メートルの石板七二九枚にパーリ語三蔵経が刻まれている。　
これを作らせたのはビルマ最後の王朝、コンバウン朝第
一〇代王ミンドン
（在位一八五三
–
七八年）
である。ミンド
ンは歴代ビルマ王と同様に仏教振興にたいへん熱心であった。一八七一年に長老比丘二千四百僧を招来して仏教の根本である三蔵を 五〇日間にわたって読
どくじゅ
誦させた。いわゆ
る第五回仏典結
けつじゅう
集と呼ばれる事業である。結集の後、仏の
教えが未来永劫に栄えることを希求して経典を石版 刻ま
せたという。　
南アジアや東南アジアでは、乾燥させたタラバ椰子の葉
などに鉄筆で刻むことによって文字が書かれてきた。これを貝
ばいよう
葉（貝多羅葉）という。貝葉は王の命令やお経、官用
の記録などが書かれるのだが、この自然素材の文書は東南アジアの高温多湿の気候では長期保存ができず、せいぜい一五〇〜二〇〇年が限界である。だから残すべ ものは書き写していくことになる。書写されるということは、後世に伝える価値をそ 度 問われてい 、という とだ。失われたもの、棄てられたものも数多いことだろう。　
東南アジアのような地域では、ことばを永遠なものとし
たければ金石文とするよりほかない。石版に文字を刻む、という行為にはその内容を永遠たらしめんとする強 意志が働いている。
時空を超えることば
岡野賢二
わたしの研究余話
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ミャンマーには夥しい数の碑文が残されている。これら
のほとんどは仏教に関するものである。仏教施設の建立縁起である か、その維持管理（奴隷や田畑の寄進） 、修復といった功徳などが記録されている。　
最も古いビルマ語碑文は一一世紀初頭、ビルマ人によ
る初の王朝であるバガン王朝が成立して約七〇年後の一一一二（もしくは一一一三）年に作られたヤーザクマール碑文（ 般には「ミャゼディ碑文」の名で有名）である。バガン朝第三代王チャンジッターの息子ヤーザクマールによって作られた。今年が二〇一二年だ らちょうど九〇年前ということになる。　
この碑文の内容は、このあとに作られる膨大な寄進碑文
の原型といえるもので、仏への帰依、仏教施設へ 寄進、功徳による御利益（よりよい来世、そして輪廻を断ち切り涅槃に至るこ ）を望むことなどが書かれている。いわば仏教徒としての「理想」を述べているわけだ この碑文はそればかりでなく、親への感謝と報恩といった人のべき姿を示していて、それが現代でもビルマ人たちの心を打つ。　
私はそういった篤信の徒たちのことばを読んでいる。現
在までに流れた時間は膨大で、それを考えると眩暈さえ感じる。九〇〇年という月日は彼ら 望んだ永遠からすれば
わずかな時間に違いない。しかし凡人である私にとっては十分に長い時間である。よくぞ残った、と思う。　
文字による記録は、それが記録される素材により時間と
空間をひとりの人間の及ぶ範囲をはるかに超えて伝わっていく。考えてみると現代では「ひとりの人間の及ばぬ時間と空間」というとき、 「 」の意味が逆になっている。昔は「はるかに長 時間」という意味であったが、現代では「タイムラグなしに」 いうことに価値が置かれている。時間差なしに伝わる、 のは内容の真実性を問わないということにほかならない。大量生産・大量消費と うは、いまや「ことば」にこそ相応しい形容 った。　
ことばが一瞬にして遠くにまで伝わることについてとや
かくいう気はない。ただ吟味されて な 刹那的なことばが時の隔たりを超えて未来の人たちの心を揺り動かすは稀だろう。ことばも た時によって淘汰されるのだ。
おかの・けんじ
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ことばの研究、つまり言語学には「ことば一般」を考え
るものと、個別の言語について考えるものがあります。わたしは前者については認知言語学、後者については、もちろん日本語を「国際言語管理」という分野から研究しています。この稿では、後者についてお話しようと思います。　
現在、世界では五〇〇万人以上の人が、外国語として日
本語を勉強しています。新入生の皆さんが主専攻のことばを一から始めるように、アジアでもアフリカでもヨーロッパでも、下は小学生から上 六〇歳以上の人まで「あ うえお」から日本語を始め るのです。　
その結果、わたしたち日本人と外国人が「日本語で」コ
ミュニケーションを取る機会も増えてきました。通常、国際コ ということば 連想するのは、わたしたちが英語なり中国語なり 使い、外国人は自分たち
の母語や英語を使うというパターンですね。それが、少しずつ変わってきています。　
こちらは母語である日本語を使い、あちらが外国語とし
て日本語を使うのだから、これはわたしたちにとっては楽だし、簡単なように見えます。しかし、実は日本人 日本語で会話をする外国人からは、たくさんの不満が聞こえてきます。
⃝
ちょっと挨拶を交わしただけなのに、 「日本語が上手ですね！」と激賞された。
⃝
助詞の使い方を間違えただけなのに、長々と訂正された。
⃝
きちんと日本語で話しているのに、 ぜか 「ノー、 ノー」と逃げられた。
荒川洋平
わたしの研究余話
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これに似た話は、皆さんご自身も経験したり、見聞きし
たりしたことがあるかもしれません。なぜ、このような問題が起きるのでしょうか。　
一つには、そういう形のコミュニケーション――「対外
日本語コミュニケーション」と称します――に、わたしたち日本人がまだ習熟 ていないことが挙げられます たとえば、世界中でコミュニケーションのツールとして最も用いられているのは英語ですが、英語の母語話者である英米人たちは、わたしたちのような非母語話者と話すときに、分かりやすい単語を選んだり、ゆっくり話 たり いう、何らかの「調節」をおこなっていま 。わたし ちはまだ調節をおこなえるほど、対外日本語コミュニケーションには慣れていません。　
もう一つ、わたしたちは外国の文化やことばを取り入れ
たりすることは無造作に行 ますが、自分たちの文化やことばが外へ広がり、摂取されることには意 に厳しい、という仮説 あります。身近な例で言えば、アボカドを載せたイギリスの寿司の写真を見て、これは寿司じゃない、と憤っ その口に、イタリアのナポリ市 は絶対 ない「スパゲティ・ナポリタン」を放り込むようなものです。でもこれって、相手のものは何でも欲しがるけど、自分のもの
には何かと理由をつけて渡さない子供と同じ態度ではないでしょうか？　
二一世紀の中盤に向け、日本が外国の国々とうまくやっ
ていくため 、 日本語を学ぶ外国人には、 より良いコミュニケーションのために 分かりやすく話す努力をしよう、互いに恩恵を得るために、文化の摂取に寛容であろう、これを個人・組織のレベルで行おうとする り組みが「国際言語管理」という分野です。　
世界中に広がりを見せる日本語と日本文化を おおらか
に支援すること。それは単 英会話のフレーズを覚えるよりも、はるかに国際的な態度です。本学 学生 ある皆さんたちには、特にその態度を持ち続けてい だきたいと思います。
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